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第2部　今後の事業戦略第1部　2005年度中間期決算の状況

　当資料におけるsantec株式会社の見通し、市場分析、戦略等の考え方は、資料作成時に入手可能な情報か

ら経営陣が判断した考え方でありますが、実際の業績は様々な要因によって記載の予想とは大きく異なる場合
があります。

　従いまして、これらの将来の戦略、市場分析、業績の見通しに関する情報につきましては、正確または有効な
情報であると依拠されることはお控えくださいますよう、お願い申し上げます。



第１部　２００５年度中間期決算の状況



１．経営成績

2004年度中間 2005年度中間 増減

売 上 高 745 928 182 +24.5%

売 上 総 利 益 103 274 170 +165.2%

営 業 利 益 ▲509 ▲269 240 （-47.2%)

経 常 利 益 ▲514 ▲281 233 (-45.3%)

当 期 純 利 益 ▲511 ▲285 226 (-44.3%)

総 資 産 （05年3月末）　8,009 7,524 ▲ 485 -6.5%

株 主 資 本 （05年3月末）　 7,114 6,849 ▲264 -3.9%
株 主 資 本

比 率 （ ％ ）
（05年3月末）　　 88.8 91.0 - -

一 株 当 た り

株 主 資 本 （ 円 ）
（05年3月末） 595.91 573.76 ▲22.15 -3.7%

(単位：百万円）

売上・利益　ともに前年度より改善
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２．業績予想との対比

実績 当初予想 予想差異

04年度中間 05年度中間 05年度中間 金額 割合

売 上 高 745 928 980 ▲51 ▲5.2％

経 常 利 益 ▲514 ▲281 ▲255 ▲26 （-9.0％）

当 期 純 利 益 ▲511 ▲285 ▲257 ▲28 （-10.9％）

(単位：百万円）

当初予想には及ばないながら、売上・利益ともに改善
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３．キャッシュフロー
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3
キャッシュフローの推移

(単位：百万円）

営業期首残高 期末残高投資 財務 為替

有価証券売却　13
製造設備　　　▲3
USA備品売却　3

リース債務返済



４．事業別売上高

（単位：百万円）

※光測定器事業には、新分野製品UWS-1000とHSL-2000を含みます。
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前年度の大型受注の反動で減
（日本）

USA向けが堅調

国内、USAを主体に堅調
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６．当期純損失圧縮の要因分析
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７．営業外損益・特別損益の要因
単位：百万円
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項目

賃貸料収入 13

受取利息等 5

その他 5

減価償却費 △20

支払家賃 △5

支払利息 △2

その他 △7

固定資産売却益 2

有価証券売却益 7

減損損失　　（土地　瀬戸市） △4

商品評価損 △5

法人税等 3

損失

利益

特別損益

費用

収益

営業外損益



８．減価償却・リースと投資の推移
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01年度 02年度 03年度 04年度 05年度（中間）

投資内容 投資額 投資内容 投資額 投資内容 投資額 投資内容

製造設備

業務ソフト

投資額 投資内容 投資額

本社家屋建設 1,492 本社敷地 79 製造設備 168 28

3

製造設備 3

製造設備 755 製造設備 87 ERPシステム 12 営業関連機材 3

運搬車両等 11 ERPシステム 110
ERPシステム 182 対外投資 327

対外投資 7



９．通期予想

実績 通期予想 対前年度比

04年度通期 05年度中間 05年度通期 金額 割合

売 上 高 1,773 928 2,180 406 22.9％

経 常 利 益 ▲907 ▲281 ▲343 564 （-62.2％）

当 期 純 利 益 ▲986 ▲285 ▲347 639 （-64.8％）

(単位：百万円）

通期予想　変更なし
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第２部　今後の事業戦略



１．通信市場を動かす技術とその課題

• FMC（Fixed Mobile Convergence：固定・移動体融合)

携帯電話端末と固定通信を融合するサービス

自宅にいるときは携帯端末で固定通信が可能になる

固定・携帯の番号統一（総務省主導で実現間近）

高いポテンシャルを秘めつつ、具体的サービス内容は未知数

• TPS/QPS(Triple Play Service/Quadruple Play Service)

音声・データ・映像を一本の光ファイバで伝送（トリプルプレイ）

CATV事業者の根強い抵抗（日本）

放送事業者の著作権問題が残る（日本）

CATV事業者主導で普及進む（北米）

トリプルプレイに、更に一つ加えるクアドルプルプレイ

具体的に加えるものは模索中

「デジタル化」と「統合」
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２.　世界のブロードバンド環境

BB化加速　全世界的に活発

日本日本
NTTNTT東西　その他事業者による東西　その他事業者によるFTTHFTTH化が加速化が加速
　　　　NTTNTT　　20102010年に年に30003000万世帯を目標万世帯を目標（（0505年年66月　月　340340万世帯）万世帯）

　　　　ｘｘDSLDSLとの逆転が確定的にとの逆転が確定的に
　　　　PONPONを軸とした設備投資が進むを軸とした設備投資が進む

USAUSA
CATVCATV・・新興による加入者争奪が激化新興による加入者争奪が激化
　　　　SBCSBC　　20082008年に年に18001800万世帯万世帯（大手（大手33社で社で55年後年後1010倍か）倍か）

　　トリプルプレイの本格的普及へ　　トリプルプレイの本格的普及へ

（背景グラフ　出所：総務省「情報通信白書」
　　　　　　　　　　　　FCC「High-Speed Services for Internet Access:Status as of December 31, 2004」　　　より当社作成）

EUEU
通信大手による買収、設備投資が相次ぐ通信大手による買収、設備投資が相次ぐ
　　　　BTBT　　20002000億円かけ全網億円かけ全網IPIP化へ化へ
　　　　C&WC&WややBskyBBskyBによるキャリアの買収によるキャリアの買収



３.光受動（パッシブ）デバイス市場の推移

(出所：富士キメラ総研「2005光産業予測便覧Vol.1」　より当社作成）

光パッシブデバイスには、MUX・DEMUX、光アイソレータ、光カプラ/スプリッタ、光減衰器、光通信用レンズ、

光通信用誘電体多層フィルタを含む。
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４.　ネットワーク別の市況
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Metro

Access

現状では、動きが少ない
海底ケーブル投資などが動き出している
投資は手堅く進む見通し

浮上時期をうかがう
安価なCWDM利用の伝送装置では動きあり
Access系の活況をうけ、トラフィック確保の投資を予想

日米では、顧客争奪戦により、投資活況
PONを中心とした市場が好調
FMC・TPSなど、新技術による市場牽引が期待できる

Long Haul



５.　光通信業界における構造変化

（1）市場回復の確かな感触
　　　　Access系、設備投資が先行。

　　　　TPSへの対応など、すばやい動きが要求される。

（2）領域の変化

　　　　オールマイティ型企業の減少。

　　　　主力分野でスピード・差別化・利益確保を追求。

（3）生産戦略の変化

　　　　アジア勢参入　技術力向上による低価格化。

　　　　コア技術以外は中国等へ委託の流れ。

＊TPS：　電話、放送、データの3つを同時に提供するサービス
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６．同業他社の状況　直近1年間の四半期毎実績
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７．重点施策①－新製品開発と新分野開拓

市場ニーズ対応　と　市場ニーズの開拓
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高付加価値　後継機 次世代通信対応

開発

Super PON フィルター　などTSL-510　など

UWS-1000
HSL-2000　など

新分野開拓



８．重点施策②－営業体制の強化

高効率・プロフェッショナルな営業活動
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組織変更
　　・製品軸によるグローバル一本化
　　・権限委譲

プロダクト・マネージャーによる顧客対応
　　・専門家による迅速なディシジョン（決定）

スピード

学会・展示会の積極的利用
　　・前年の三倍
　　・テーマ別　口コミ宣伝
　　・外交営業の強化とニーズ発見

機会機会

営業力強化
　　・全営業を対象にトレーニング
　　・ファン（顧客）を育てる

効果効果

顧客顧客

IT活用による効率化

　　・高度で独自なシステムITIT



3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

予算 実績

設計改良設計改良
工数削減工数削減

合理化設備の開発合理化設備の開発
治工具によるスキルフリー化治工具によるスキルフリー化

徹底した原価分析による計画的活動徹底した原価分析による計画的活動

９．重点施策③－原価低減への取組強化

着実な原価低減で利益回復へ
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（背面のグラフ　　代表的光部品における2005年度の加工費低減計画を表したもの）



ｓａｎｔｅｃ株式会社
ＩＲグループ長　今城 星秀

電話　0568-79-3535（代表）　

本資料に関するお問合せ先

〒485-0802
愛知県小牧市大草年上坂5823
フォトニクスバレー　大草キャンパス
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